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2018(平成 30)年度 第 1 回 千葉県支部役員会 議事録

日 時：2018 年 4 月 2 日（月）18：30～19：45

場 所：きぼーる 千葉市ビジネス支援センター 15F 会議室５

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席）

□川畑真一支部長、△秋田義一、□秋元英郎、△今住則之、□大柳規幸、△岡部政美、△河北

慶介、△久保康弘、□熊田成人、△進藤秀明、□志澤達司、△長見茂、□竹田雅美、□中野 昇、

□西田 宏、△浜崎 豊、■尾頭 誠、□保坂俊雄、□松井 隆、□宮田隆夫、□山本陽一

オブザーバー：□見並勝佳

以上、委任状提出者も含め計 20 名（出席 12 名、委任状提出 8 名）の幹事が出席し、支部役員

会は成立。

２．議事概要

・議長（支部長）挨拶

［審議事項］

（１） 役員会議事録の作成について

議事録作成書記は中野幹事、議事録署名人は西田幹事及び保坂幹事が指名・承認された。

（２） 平成 29 年度第 10 回役員会議事録（案）の確認（資料 1-1）

・原案通り承認された。 議事録（案）の（案）を削除し、ＨＰに掲載する。

なお、この役員会終盤に委員会・活動チーム報告（７）に 2 月 22 日の長生高校での技術

士特別講義を記載すべきとの指摘があり、西田幹事が追記することになった。

【委員会・チーム活動報告】

（１）支部長報告(資料 1-2)

   ・進藤金日子議員との面談（川畑支部長・熊田副支部長が訪問）

3 月 15 日に津田秘書と面談。

年次総会でのご挨拶を約束していただいた。

・月間「技術士」の PE インタビュー執筆依頼

千葉県支部として提案を実施。

提案内容： 順位１位 松井隆  インタビュアー：河北慶介

順位２位 桑島英明 インタビュアー：進藤秀明

順位３位 長見茂  インタビュアー：山本陽一

順位４位 荒野喆也 インタビュアー：佐伯和良

   ・3 月 14 日理事会資料

現役若手世代会員による同世代向けの CPD 支援強化。

→理事会で承認された後で、統括本部が費用支援等を検討。

2 月 24 日の社会貢献事例発表会で、千葉県支部の推薦で行った事例発表を化学部会の推

薦とした誤記を発見。

→内田社会委員長にメールにて抗議した。次回理事会で訂正される予定。
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   ・予定

4 月 21 日統括本部主催「技術士第二次試験合格者祝賀会」→川畑支部長出席

4 月 27 日千葉商工会議所「自由業部会正副会長・所属議員・常任委員会議」→欠席

   ・その他

役員会の土曜日夜での開催→総務委員会で各位の都合の良い曜日時刻を調査する。

（２）総務委員会報告（山本委員長）（資料無し）

・CPD において技術士が講師である場合、講師からの CPD 参加費の徴収の可否。

→従来から慣例として千葉県支部所属の技術士からのみ徴収。→来月の役員会までに明

文化する。

・役員会開催通知メールは今後は再送しないので、期限までに出欠を連絡すること。

・今年度の予算に関して、本部より未だ通知が届いていない。

・7 月の年次総会の資料準備を進める。資料のフォーマットは総務委員会より送付予定。

（３） 企画委員会報告（熊田委員長）（資料 1-3）

・「2018 年度 CPD 計画（案）」資料の提示と説明を実施。

・年次大会の日程 7 月 16 日は土曜日ではなく 月曜日・海の日に誤記修正

・年次大会記念講演の講師の問題

海宝氏の講演が別予定で不可となったので代替手配を図る。

（４）広報委員会報告（秋元委員長）（資料 1-4）

・会報第７号を 3 月 31 日に発行し、4 月 2 日に同報メールで通知した。

執筆者が限られている点が問題：現状の同報メールのみでの呼びかけでは不十分と思わ

れる。

・HP 作成者及び承認者権限

HP に関する作成・承認の権限は、日本技術士会 HP の会員専用ページからアクセスする

方式に変更された。

現状では千葉県支部 HP の権限は秋元委員長のみに付与されており、作成と承認が同一

人物となる点が問題である。→変更を申請中。

（５）産学官連携チーム活動報告（宮田チームリーダー）(資料 1-5)

・セミナー報告

平成 29 年度 千葉大学 TLO 主催『特別講演会』出席

千葉大学『新産業創生プロデュース活動』出席

・省エネルギー相談地域プラットフォーム

→千葉県支部として登録可能か調査予定

・千葉工大機械工学科との情報交換会

産学官連携チームの役割・千葉工大機械工学科紹介について継続審議

・長見氏がファソテックの役職を完全にリタイヤした。
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（６）企業支援チーム報告（志澤チームリーダー）（資料 1-6）

   ・現状での支援活動

S 工作所：千葉市産業振興財団より企業支援チームに依頼された。

M 製作所：千葉銀行法人営業部より企業支援チームに依頼された。

（７）科学技術・理科支援チーム報告（西田チームリーダー）（資料 1-7）

・3 月 24 日（月）第 58 回 CPD で今住氏と京葉工業高校生がラジオ工作成果を共同発表

・青少年のための科学の祭典 第 24 回千葉大会出展予定（複数コンテンツ）

開催日：2018 年 6 月 9 日（土）～10 日（日）

・2018 年第１回チャレンジング SHIRASE 無電源ラジオ工作を出展予定

開催日：2018 年 6 月 2 日（土）～3 日（日）

・この他新規及び拡大活動について調整を実施中

・船橋市南口｢フェイス｣の S0239 での利用は予約後に西田チームリーダーまで一報のこと。

・問題点 無電源ラジオ工作の活動原資不足。

→統括本部への費用枠拡大の要請継続。この他別案（クラウドファンディングなど）も

検討。

（８）その他

   ・事務所のゴミが持ち帰られずに残っていた。要注意。（山本幹事）

   ・本部から「技術士が実施した支援・活性化の事例発表者の推薦依頼があった。該当する

ものあれば連絡ください。（支部長）

以上

［配付資料］

  （資料 1-1）平成 29 年度 第 10 回支部役員会議事録（案）

  （資料 1-2）支部長報告

  （資料 1-3）企画委員会報告

  （資料 1-4）広報委員会報告

  （資料 1-5）産学官連携チーム活動報告

（資料 1-6）企業支援チーム報告

（資料 1-7）科学技術・理科支援チーム報告

議事録作成者                中野 昇

議事録署名人（署名捺印省略）          川畑 真一

   西田 宏

   保坂俊雄


